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 要 旨   

 

目的： 

飲酒は頭頸部がんの確立した危険因子である。本研究では飲酒の強度と期間とその複合曝露

の頭頸部がんリスクとの関連を明らかにする。 

 

方法： 

国際頭頸部がん疫学コンソーシアム（INHANCE）における 26の症例対照研究のデータを用

いて検討した。非飲酒者および、1日 10drink以下、54年以下の現在飲酒者を含んでいる（対

照 24234人、口腔がん 4085人、上咽頭がん 3359人、下咽頭がん 983人、喉頭がん 3340人）。

飲酒の強度（1日飲酒量）と期間（年）の複合曝露と頭頸部がんリスクとの関連を、喫煙を含

む交絡因子を調整の上、2変数回帰スプラインモデルで分析した。 

 

結果： 

全ての部位のがんについて、飲酒量の低い領域での閾値は特になく、飲酒量が上昇するにつれ

て発がんリスクは上昇した。各飲酒量レベルにおいて、口腔がん、下咽頭がん、喉頭がんのリ

スクは、飲酒の期間との関連を認めなかった。上咽頭がんでは、飲酒期間が 28年までは、期

間上昇と共にリスクが上昇した。飲酒量と飲酒期間の複合による最高のオッズ比は、口腔がん

で 7.95倍、上咽頭がんで 12.86倍、下咽頭がんで 24.96倍、喉頭がんで 6.60倍であった。 

 

結論： 

頭頸部がんのリスク低下のため、飲酒量の減少をさらに推奨すべきである。 

 

 


